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『
直
虎
の
ふ
る
さ
と
を
訪
ね
て
』

で
言
い
忘
れ

た
こ
と
」

二
七
回
生

林

裕

昨
年
発
行
し
た
本
誌
2
0
号
で
「
関
西
か
ら
の
報
告
」
の
『
直

虎
の
ふ
る
さ
と
を
訪
ね
て
』
」
に
お
い
て
書
き
忘
れ
た
こ
と
が
あ

る
の
で
追
加
し
た
い
。
初
号
と
重
複
す
る
部
分
も
あ
る
が
、
お

許
し
を
。
ま
ず
初
号
を
読
ん
で
か
ら
本
稿
を
読
ん
で
下
さ
い
。

ま
た
、
テ
!
マ
ご
と
に
ま
と
め
て
い
る
の
で
時
代
が
前
後
し
て

い
る
の
は
ご
容
赦
頂
き
た
い
。

一
族
の
政
略
結
婚
と
今
川
の
監
視
体
制

天
文
8
年

(
H
g
u
)
そ
の
時
の
井
伊
家
の
加
代
当
主
直
平
の

娘
佐
名
(
以
下
、
名
前
は
歪
}
(
大
河
ド
ラ
マ
に
準
ず
る
)
を
今

川
義
元
に
人
質
と
し
て
差
し
出
し
た
こ
と
で
、
井
伊
家
は
今
川

と
和
睦
し
、
今
川
家
の
配
下
に
な
っ
た
。
ま
た
、
今
川
家
の
家

臣
・
新
野
左
馬
助
親
矩
(
以
降
左
馬
助
)
が
目
付
け
と
し
て
井
伊

谷
に
移
り
住
み
、
妹
千
賀
(
後
の
祐
椿
尼
)
が
直
平
の
孫
の
辺

文
H
年

(
E
b
)
幻
代
井
伊
家
当
主
直
宗
(
大
河
ド
ラ
マ
で
は

出
て
い
な
い
・
直
虎
の
祖
父
)
田
原
城
攻
め
の
先
頭
に
立
た
さ
れ
、

軍
利
な
く
討
死
す
る
。
こ
の
よ
う
に
今
川
は
井
伊
に
軍
役
を
命

じ
る
他
、
今
川
の
家
臣
新
野
、
小
野
を
井
伊
に
派
遣
し
目
付
き

役
と
し
た
。
井
伊
家
に
は
古
く
か
ら
奥
山
、
中
野
の
重
臣
も
い

た。
大
河
ド
ラ
マ
で
は
直
虎
に
つ
き
従
っ
て
い
た
奥
山
朝
利
、

六
左
衛
門
祖
父
孫
関
係
、
中
野
直
由
、
直
之
親
子
を
覚
え
て
お

ら
れ
る
だ
ろ
う
。

も
う
少
し
家
系
図
を
参
考
に
し
て
も
ら
い
な
が
ら
こ
の
姻

戚
関
係
に
つ
き
あ
っ
て
頂
こ
う
。
た
だ
し
奥
山
家
な
ど
は
朝

利
の
子
供
か
、
そ
の
父
親
の
親
朝
の
子
供
か
な
ど
は
っ
き
り
し

な
い
し
娘
が
何
人
も
お
り
区
別
が
出
来
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
の

で
ご
容
赦
頂
き
た
い
。

奥
山
朝
利
の
長
男
朝
宗
は
桶
狭
間
で
戦
死
す
る
が
そ
の
息

子
の
六
左
衛
門
(
歴
史
的
に
は
朝
忠
)
が
新
野
左
馬
助
の
指
示

に
よ
り
直
親
の
嫡
男
虎
松
を
今
の
新
城
の
鳳
来
寺
に
逃
走
さ
せ
、

そ
の
後
も
徳
川
に
仕
え
た
虎
松
後
の
直
政
に
付
き
従
っ
た
。
そ

の
六
左
衛
門
の
妻
は
中
野
直
之
の
娘
で
あ
る
。
朝
利
の
娘
は
何

人
も
い
る
が
、
井
伊
谷
三
人
衆
の

一
人
鈴
木
重
時
に
嫁
ぎ
、
何

番
目
か
の
娘
“
し
の
"
(
歴
史
小
説
で
は
ひ
ょ
が
多
い
)
が
井

代
当
主
直
盛
に
嫁
い
だ
。
つ
ま
り
直
虎
は
こ
の
千
賀
の
娘
で
あ

る
の
で
新
野
の
血
を
受
け
て
い
る
。
左
馬
助
は
温
厚
な
人
柄
で

も
あ
り
井
伊
家
の
立
場
で
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
他
に
今
川

家
か
ら
筆
頭
家
老
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
小
野
和
泉
守
政
直
(
以

降
政
直
)
が
い
る
。
今
川
の
意
向
を
通
そ
う
と
し
て
井
伊
家
の

人
に
嫌
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
覚
え
て
お
ら
れ
る
だ
ろ
う
が
、
小

野
家
に
つ
い
て
は
色
々
あ
り
過
ぎ
る
の
で
次
項
に
て
述
べ
る
。

新
野
左
馬
助
は
井
伊
家
家
臣
奥
山
朝
利
の
妹
と
結
婚
し
て
い
る
。

直
虎
の
元
許
嫁
お
代
目
直
親
は
奥
山
朝
利
の
娘

ρ
し
の
μ

と

夫
婦
と
な
り
虎
松
後
の
但
代
目
直
政
を
産
ん
で
い
る
。
そ
の

前
に
お
代
目
直
親
の
父
親
は
加
代
目
の
直
平
の
四
男
直
満

で
、
母
親
は
井
伊
谷
三
人
衆
の

一
人
で
あ
る
鈴
木
重
時
の
姉
で

あ
る
。
井
伊
家
と
は
少
し
話
が
飛
ぶ
が
、
前
述
の
直
平
の
娘
佐

名
は
今
川
義
元
の
側
室
つ
ま
り
体
の
良
い
人
質
と
な
っ
て
そ
の

後
、
今
川
家
家
臣
の
関
口
親
永
(
義
広
)
に
嫁
、
ぎ
、
親
永
と
の
間

に
出
来
た
子
瀬
名
が
今
川
義
元
の
養
女
と
な
っ
て
後
の
家
康

に
嫁
ぎ
、
筑
山
殿
と
呼
ば
れ
た
。
少
し
脱
線
す
る
と
、
瀬
名
は

父
親
関
口
の
実
家
の
姓
で
あ
る
。
さ
ら
に
脱
線
す
る
と
直
平

↓
佐
名
↓
筑
山
殿
↓
長
男

徳

川
信
康
↓
登
久
姫
↓
仁
孝
天
皇

↓
孝
明
天
皇
↓
明
治
天
皇
と
今
上
天
皇
と
繋
が
っ
て
い
る
。

今
川
傘
下
に
な
っ
た
井
伊
家
は
今
川
義
元
の
命
に
よ
り
天

伊
家
当
主
直
親
に
嫁
ぎ
、
そ
の
拷
な
つ
"
が
小
野
政
次
の
弟

玄
蕃
(
げ
ん
ば
)
に
嫁
ぐ
。
玄
蕃
の
嫡
男
亥
之
助
は
家
康
か
ら
命

名
さ
れ
た
万
福
と
し
て
万
千
代
後
の
直
政
に
仕
え
る
。
も
う
一

つ
加
え
る
な
ら
ば
、
中
野
直
之
は
直
自
の
嫡
男
で
直
虎
、
直
政

に
仕
え
た
が
、
母
は
朝
利
の
娘
で
あ
る
。
新
野
、
奥
山
、
中
野

は
井
伊
家
姻
戚
関
係
で
も
支
え
て
い
た
、
つ
ま
り
、
ど
こ
の
家

も
一
族
の
安
定
の
た
め
政
略
結
婚
を
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
他
に
井
伊
家
で
は
な
い
が
、
井
伊
家
を
監
視
す
る
井
伊

谷
三
人
衆
と
言
わ
れ
る
近
藤
康
用
、
鈴
木
重
時
、
菅
沼
忠
久
が

い
る
。
重
時
の
姉
は
直
満
に
嫁
ぎ
後
の
お
代
目
直
親
を
産
ん

で
い
る
。
重
時
の
娘
は
三
人
衆
の
菅
沼
忠
久
に
嫁
い
で
い
る
。

遠
江
で
は
他
に
堀
江
城
主
大
沢
基
胤
(
も
と
た
ね
て
引
間

城
主
飯
尾
連
龍
(
つ
ら
た
つ
)
、
佐
久
城
主
浜
名
頼
広
が
い
る
。

二
.
小
野
政
直
・
政
次
親
子
の
策
謀

先
に
今
川
家
か
ら
筆
頭
家
老
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
小
野
和

泉
守
政
直
に
つ
い
て
触
れ
た
が
、
少
し
時
代
も
遡
る
し
、
先
に

な
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
ま
ず
今
川
家
と
小
野
家
に
よ
る
井
伊

家
へ
の
「
い
じ
め
」
の
関
わ
り
を
見
て
み
よ
う
。

何
処
の
小
野
家
も
遣
惰
使
の
小
野
妹
子
の
家
系
と
言
っ
て

い
る
が
、
小
野
和
泉
守
政
直
(
道
高
)
家
の
家
系
図
も
そ
の
例
外
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で
は
な
い
。
「
そ
れ
に
よ
る
と
、
井
伊
直
平
に
よ
り
政
直
の
祖
父

小
野
妹
子

M
世
正
房
が
井
伊
家
の
家
老
と
し
て
迎
え
ら
れ
・

小
野
村
に
屋
敷
を
与
え
ら
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
小
野
家
は

今
川
か
ら
井
伊
へ
の
目
付
け
家
老
と
し
て
井
伊
を
支
え
る
立
場

で
あ
っ
て
、
井
伊
の
実
情
を
今
川
に
報
告
す
る
義
務
も
負
っ
て

い
る
。
和
泉
守
政
直
は
小
野
妹
子
か
ら
数
え
て
お
世
で
あ
る
。

現
当
主
の
直
盛
と
叔
父
に
当
た
る
直
義
、
直
満
と
余
り
仲
が

良
く
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
今
川
家
が
井
伊
の
安
定
の
為

を
図
る
た
め
か
、
天
文
口
年
(
円
宮
中
)
直
平
の
下
の
息
子
達
直

義
、
直
満
(
直
虎
の
元
許
婚
の
直
親
の
父
親
)
は
小
野
和
泉
守
政

直
の
今
川
へ
の
密
告
に
よ
り
抹
殺
さ
れ
、
し
か
も
跡
取
り
亀

之
丞
後
の
直
親
に
も
害
が
及
ぶ
と
考
え
た
直
満
の
家
臣
今
村

藤
七
郎
は
カ
マ
ス
に
亀
之
丞
を
入
れ
て
、
ま
ず
今
の
浜
松
市
引

佐
地
区
の
東
光
院
で
そ
こ
に
も
小
野
の
追
手
が
迫
っ
て
来
た

の
で
、
南
渓
和
向
と
関
係
の
あ
る
干
柿
で
有
名
な
市
田
の
松
源

寺
に
匿
っ
て
も
ら
っ
た
。
井
伊
家
が
彦
根
に
移
っ
て
か
ら
も
今

村
家
は
井
伊
家
に
仕
え
、
さ
ら
に
藩
主
の
正
月
の
給
仕
は
歴
代

今
村
家
の
者
が
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
は
東
光
院
で
の
隠
遁
生
活
で
何
も
な
い
と
き
に
正
月
を
迎

え
た
の
で
、
藤
七
郎
が
温
か
い
お
吸
い
物
で
亀
之
丞
と
祝
っ
た

こ
と
か
ら
来
て
い
る
。

返
り
討
ち
あ
っ
て
死
亡
。
直
親
、
新
野
左
馬
助
、
他
の
重
臣
達

も
家
老
政
次
へ
の
非
難
は
な
か
っ
た
の
は
不
思
議
で
あ
る
。

直
親
の
結
婚
6
年
後
つ
ま
り
永
禄
4
年

(
5
2
)
2
月
期
待

の
嫡
子
虎
松
が
誕
生
す
る
が
、
幸
せ
な
こ
と
は
続
か
ず
、
故
小

野
政
直
の
息
子
家
老
の
小
野
但
馬
守
政
次
に
直
親
が
松
平
(
徳

川
)
方
に
近
づ
い
た
疑
い
で
今
川
へ
密
告
さ
れ
、
新
野
左
馬
助

が
釈
明
に
出
向
く
も
、
直
親
本
人
の
出
頭
が
要
求
さ
れ
永
禄
5

年
(
H
g
N
)

駿
府
へ
行
く
途
中
掛
川
に
て
訴
殺
さ
れ
た
。
虎
松
に

も
諒
殺
の
指
示
が
出
さ
れ
、
新
野
左
馬
助
の
指
示
に
よ
り
、
虎

松
の
祖
父
に
あ
た
る
奥
山
朝
利
の
孫
六
座
衛
門
が
虎
松
を
三

河
の
北
に
あ
る
鳳
来
寺
に
保
護
し
た
。

直
親
諒
殺

一
年
後
つ
ま
り
永
禄
6
年

(
5
8
)
長
老
直
平
も

今
川
の
三
河
へ
の
出
陣
命
令
に
よ
り
、
休
憩
し
た
途
中
の
引
馬

城
(
元
々
直
平
の
城
で
城
主
飯
尾
連
龍
(
つ
ら
た
つ
)
は
直
平

の
家
老
で
も
あ
っ
た
と
言
う
文
献
有
安
心
し
た
の
か
)
に
て
毒

殺
さ
れ
た
と
言
う
。
そ
の
後
、
松
平
と
通
じ
て
い
る
疑
い
を
持

た
れ
た
引
馬
城
主
飯
尾
連
龍
は
今
川
に
対
し
謀
反
を
起
こ
し
、

激
怒
し
た
今
川
氏
真
は
井
伊
の
中
野
直
由
と
新
野
左
馬
助
に
引

馬
攻
め
を
命
じ
た
。
井
伊
と
し
て
も
直
平
を
殺
さ
れ
た
恨
み
も

あ
っ
て
、
軍
勢
を
送
り
込
ん
だ
が
引
馬
の
抵
抗
に
総
崩
れ
と
な

り
、
永
禄
7
年

(
5
2
)
9
月
中
野
、
新
野
と
も
壮
絶
な
討
死
を

亀
之
丞
後
の
直
親
は
天
文

M
年

(
5
2
)
小
野
政
直
が
亡
く

な
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
隠
棲
先
か
ら
口
年
後
戻
っ
て
来
た
。

し
か
し
許
嫁
の
直
虎
は
あ
ま
り
に
も
待
た
さ
れ
た
故
亀
之
丞

が
帰
っ
て
来
る
一
年
前
に
出
家
し
、
次
郎
法
師
を
名
乗
っ
て
い

た
。
何
故
直
虎
が
仏
門
に
入
っ
た
か
は
殆
ど
の
小
説
は
政
次

の
父
親
あ
る
い
は
本
人
が
直
虎
に
政
次
と
の
結
婚
を
迫
っ
た
か

ら
と
一
言pnノ
の
が
多
い
が
、
筆
者
も
そ
う
推
察
す
る
。

今
更
直
虎
は
許
嫁
が
戻
っ
て
来
た
か
ら
と
言

っ
て
還
俗

す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
結
婚
を
拒
ん
だ
。

直
親
は
領
主
直
盛
の
養
子
と
な
り
、
や
む
な
く
奥
山
朝
利
の
娘

“
し
の
“
と
結
婚
。

次
項
「
桶
狭
間
の
戦
い
」
で
当
主
直
盛
の
遺
言
を
記
す
が
、

奥
山
朝
利
に
不
満
も
た
ら
す
こ
と
や
、
今
更
井
伊
の
本
拠
は
引

馬
城
に
あ
る
べ
き
な
ど
は
、
い
か
に
井
伊
家
を
弱
体
化
す
る
た

め
に
、
今
川
氏
真
か
小
野

一
派
の
意
向
が
入
っ
て
い
る
よ
う
に

回?フ。直
親
を
除
い
て
、
重
鎮
で
残
っ
て
い
る
の
は
中
野
直
由
、
奥

山
朝
利
と
長
老
井
伊
直
平
と
新
野
佐
馬
助
の
四
人
で
あ
る
。

「
桶
狭
間
の
戦
い
」
の
後
半
年
後
永
禄
3
年

(
5
8
)
ロ
月

直
満
の
遺
言
に
不
満
を
持
っ
た
奥
山
朝
利
は
短
気
故
小
野
政

次
が
井
伊
家
を
牛
耳
っ
て
い
る
と
見
て
政
次
の
屋
敷
を
襲
撃
し

遂
げ
た
。

よ
く
報
道
さ
れ
る
G

W
中
に
開
催
さ
れ
る
浜
松
の
凧
上
げ

大
会
は
引
馬
城
主
飯
尾
連
龍
の
長
男
義
広
の
誕
生
を
祝
っ
て
義

広
の
名
前
を
記
し
た
大
凧
を
揚
げ
た
の
が
起
源
と
言
わ
れ
て
い

る
が
歴
史
的
に
は
は
っ
き
り
し
な
い
ら
し
い
。

こ
こ
に
井
伊
家

一
門
の
男
子
は
直
親
の
遺
児
虎
松
し
か
残

っ
て
い
な
く
な
っ
た
の
だ
が
、
そ
の

4
年
前
の
桶
狭
間
の
戦
い

を
次
項
に
記
す
。

三
桶
狭
間
の
戦
い

今
川
義
元
が
永
禄
3
年

(
5
8
)
5
月
8
日
三
河
守
に
任
ぜ

ら
れ
、

三
河
支
配
の
安
定
化
を
図
る
た
め
だ
っ
た
が
5
万
(
実

際
は
2
万
5
千
程
度
)
と
言
わ
れ
る
程
の
大
軍
か
ら
上
洛
し
て

“
天
下
を
と
る
"
ま
で
行
か
ず
と
も
“
今
川
の
力
を
見
せ
て
や

る
"
位
の
野
望
が
あ
っ
た
と
も
推
測
さ
れ
て
い
る
。
直
ち
に
駿

河
と
遠
江
の
国
衆
ら
に
出
陣
の
指
示
を
出
し
、
松
平
元
康
(
徳
川

家
康
)
と
共
に
直
虎
の
父
井
伊
直
盛
も
先
陣
を
命
ぜ
ら
れ
、
万

一
の
こ
と
を
考
え
て
か
晴
れ
て
初
陣
と
意
気
込
ん
で
い
た
跡

継
ぎ
の
直
親
に
は
家
老
但
馬
守
政
次
と
共
に
井
伊
谷
を
守
ら

せ
る
こ
と
に
し
た
。
5
月
日
日
直
盛
は
率
い
る
井
伊
家
の
軍
団

は
堀
爽
と
井
伊
谷
を
後
に
し
た
。
義
元
は
元
康
に
大
高
城
に
兵
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糧
を
入
れ
る
よ
う
指
示
し
た
。

元
康
ら
に
よ
る
丸
根
砦
、
鷲
津
砦
の
勝
利
に
気
を
良
く
し
た

義
元
は
、
大
高
に
向
か
う
途
中
の
桶
狭
間
で
輿
か
ら
降
り
、
に

わ
か
雨
が
降
っ
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、
近
く
の
寺
で
昼
食
を
と

る
こ
と
に
し
た
。
そ
こ
へ

2
千
人
ほ
ど
の
信
長
軍
が
攻
め
て
来

て、

一
方
的
に
餌
食
に
さ
れ
た
。
井
伊
家
か
ら
も
2
百
名
ほ
ど

従
軍
し
て
い
た
の
だ
が
、
主
だ
っ
た
義
元
本
隊
に
い
た
井
伊
家

当
主
直
盛
、
小
野
政
次
の
弟
玄
蕃
な
ど
武
将
凶
名
を
含
め

て
ほ
と
ん
ど
命
を
落
と
し
た
。
た
だ
直
盛
は
雑
兵
に
か
か
っ
た

こ
と
を
恥
じ
、
奥
山
朝
利
の
息
子
奥
山
孫
一
郎
に
介
錯
を
頼
み

遺
体
を
持
っ
て
帰
ら
せ
、
切
腹
前
に
次
の
遺
言
を
託
け
た
。

て

中
野
直
由
を
井
伊
谷
城
の
留
守
居
役
に
し
、

二
、
直
親
は

小
野
政
次
の
力
が
及
ば
な
い
よ
う
井
伊
谷
か
ら
離
し
、
家
督
を

継
ぐ
よ
う
に
な
れ
ば
直
平
が
井
伊
谷
に
、
直
親
を
直
平
が
い
た

引
馬
に
移
っ
て
井
伊
の
本
拠
地
と
す
る
。
井
伊
家
の
本
拠
を
井

伊
谷
の
様
な
山
で
は
な
く
街
道
に
近
い
引
聞
に
す
べ
き
と
言

う
の
は
戦
略
的
に
は
時
期
尚
早
で
は
あ
っ
た
が
、
後
の
家
康
が

引
間
城
を
浜
松
城
と
し
て
本
拠
と
し
た
の
で
見
る
目
は
あ
っ
た

ル
」
閉
山

γ
フ
。

義
元
健
在
の
時
迄
は
今
川
の
監
視
体
制
は
出
来
て
い
た
の

だ
が
、
義
元
が
桶
狭
間
の
戦
い
で
信
長
軍
に
敗
れ
、
討
ち
死
に

|図: 遠江周辺図 | 

し
、
弔
い
合
戦
も
し
な
い
嫡
男
今
川
氏
真
に
愛
想
を
尽
か
し
た

諸
侯
が
勝
手
な
動
き
を
し
始
め
た
。

四
.
今
川
義
元
討
死
後
の
諸
侯
の
動
き

今
川
家
の
支
配
か
ら
一
番
最
初
に
逃
れ
よ
う
と
し
た
の
は

松
平
元
康
(
徳
川
家
康
)
で
隣
国
の
遠
江
に
侵
攻
し
た
。
こ
れ

に
呼
応
し
た
の
は
新
野
左
馬
助
、
中
野
直
由
を
戦
死
さ
せ
た
引

馬
城
主
で
あ
っ
た
飯
尾
連
龍
だ
が
、
今
川
氏
真
に
よ
る
攻
撃
に

栖
さ
れ
、
和
解
す
る
も
の
の
、
駿
府
に
呼
び
出
さ
れ
暗
殺
さ
れ

る
。
こ
の
よ
う
に
、
松
平
元
康
が
独
立
し
東
三
河
へ
侵
攻
を
行

う
と
、
今
川
家
臣
で
あ
っ
た
三
河
の
国
衆
ら
も
同
調
し
て
相
次

い
で
元
康
方
に
味
方
す
る
事
態
(
所
謂

三
州
錯
乱
)
が
引
き
起

こ
さ
れ
、
今
川
領
が
徐
々
に
元
康
に
奪
わ
れ
て
い
く
と
、
永
禄

5
年

(

同

町

⑦

N
)

の
末
頃
か
ら
隣
の
遠
江
国
で
も
動
揺
(
所
謂
遠
州

念
劇
)
が
始
ま
っ
た
。
今
川
方
も
疑
心
暗
鬼
に
な
り
、
直
親
や
連

龍
を
訴
殺
し
た
と
考
え
る
。

佐
久
城
主
浜
名
頼
広
は
も
っ
と
憐
れ
か
も
知
れ
な
い
。
武
田

と
徳
川
と
争
っ
た
と
き
、
飯
尾
氏
と
婚
姻
関
係
に
あ
っ
た
故
、

一
旦
は
徳
川
軍
に
属
す
る
も
の
の
、
親
族
が
徳
川
方
の
者
に
よ

っ
て
粛
清
さ
れ
る
と
、
武
田
軍
に
寝
返
っ
た
。
徳
川
箪
に
よ
り

佐
久
城
が
包
囲
さ
れ
る
と
、
わ
ず
か
な
供
を
連
れ
て
包
囲
網
を
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脱
出
し
甲
斐
へ
と
逃
亡
す
る
。
残
さ
れ
た
佐
久
城
の
城
兵
は
徳

川
軍
へ
抗
戦
の
構
え
を
取
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
徳
川
軍
は
領
地

安
堵
を
約
束
し
、
佐
久
城
は
開
城
し
、
徳
川
勢
に
組
み
込
ま
れ

て
い
っ
た
。
一
方
、
領
地
も
手
勢
も
置
き
去
り
逃
亡
し
た
領
主

頼
広
は
武
田
箪
に
受
け
入
れ
ら
れ
ず
、
野
に
下
り
、
近
江
で
ひ

っ
そ
り
息
を
引
き
と
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

天
竜
川
に
近
い

二
俣
城
は
今
川
家
家
臣
で
あ
っ
た
松
井
宗

信
が
城
主
で

徳
川
元
康
に
攻
込
ま
れ
た
と
あ
っ
さ
り
開
城
し

徳
川
配
下
に
な
っ
た
。
こ
の
二
俣
城
は
家
康
の
長
男
信
康
が
父

家
康
の
命
に
よ
り
切
腹
し
た
場
所
で
も
あ
る
。

井
伊
谷
三
人
衆
は
密
か
に
今
川
家
を
見
限
り
、
徳
川
家
を
遠

江
に
案
内
し
た
と
言
う
。
直
虎
も
こ
の
動
き
に
賛
同
し
た
模
様
。

今
川
家
は
遠
江
を
井
伊
家
に
任
せ
た
が
そ
の
監
視
は
堀
江

城
(
現
舘
山
寺
温
泉
辺
り
)
主
大
沢
基
胤
(
も
と
た
ね
)
に
委
ね

た
。
こ
の
大
沢
基
胤
は
今
川
氏
真
か
ら
気
賀
地
区
に
も
城
を
造

る
よ
う
命
を
受
け
た
が
、
気
賀
の
こ
と
は
気
賀
で
と
言
う
こ
と

で
直
虎
と
親
し
い
気
賀
の
商
人
瀬
戸
方
久
に
金
を
出
さ
せ
、

海
抜

o
mの
堀
川
城
を
造
ら
せ
た
。
大
河
ド
ラ
マ
で
は
架
空
の

盗
賊
大
将
龍
雲
丸
が
こ
の
地
を
活
か
し
た
城
つ
く
り
を
し
た

為
か
徳
川
軍
が
遠
江
に
攻
め
て
来
た
と
き
、
前
述
し
た
よ
う
に

他
の
領
主
は
簡
単
に
屈
服
し
た
が
、
気
賀
の
商
人
が
参
加
し
基

胤
が
後
押
し
し
た
堀
川
城
だ
け
は
持
ち
堪
え
た
。
こ
れ
は
満

潮
に
な
れ
ば
水
没
し
慣
れ
た
兵
士
が
利
を
得
た
こ
と
と
、
大
沢

基
胤
が
今
ま
で
今
川
家
臣
で
あ
っ
た
近
藤
な
ど
井
伊
谷
三
人
衆

が
家
康
軍
の
案
内
役
を
引
き
受
け
た
こ
と
に
義
憤
を
感
じ
徹
底

抗
戦
を
命
じ
た
こ
と
に
あ
る
と
言
う
歴
史
家
(
夏
目
琢
史
氏
)
も

い
る
。
家
康
は
大
虐
殺
を
し
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
の

時
の
家
康
は
、
大
久
保
彦
左
衛
門
が
書
し
た
コ
ニ
河
物
語
」
の

中
で
「
徳
川
勢
に
よ
る
撫
で
斬
り
」
と
残
し
て
い
る
程
、
気
賀

の
住
民
も
含
め
て

コ

g
名
に
も
及
ぶ
の
で
大
虐
殺
を
極
め
た

と
言
え
る
。

龍
揮
寺
の
南
渓
和
尚
、
直
虎
の
母

し
た
と
言
う
。

祐
椿
尼
、

直
虎
が
供
養

|写真 :堀川城跡 | 

図

￥
苛
川
河
胤
河
川
前
図

日
間
〕

印
刷
U
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|小野家中野家持戸二!

実
は
5
年
前
の
桶
狭
間
の
戦
い
の
後
、
義
元
が
死
ん
で
家

督
を
継
い
だ
今
川
氏
真
は
2
ヶ
月
後
、
義
元
に
従
っ
て
桶
狭
間

で
討
死
し
た
井
伊
直
盛
の
菩
提
所
と
し
て
永
禄
8
年

(
5⑦
∞

)
8

月
龍
譜
寺
に
対
し
、
特
別
に
治
外
法
権
つ
ま
り
「
無
援
所
」

を
認
め
る
判
物
(
は
ん
も
つ

・領
主
な
ど
が
出
す
安
堵
、
特
権
な

ど
を
付
与
す
る
文
書
)
を
出
し
て
い
る
。
そ
の
代
り
徳
政
免
除
の

特
権
を
剥
奪
す
る
と
言
う
も
の
だ
っ
た
。
こ
の
男
蹴
鞠
だ
け
や

っ
て
い
る
と
思
わ
れ
が
ち
だ
が
校
滑
な
駆
け
引
き
が
出
来
る
人

物
で
あ
る
。
直
虎
は
氏
真
の
目
論
見
を
察
し
て
誰
も
い
な
く
な

っ
た
の
で
領
主
代
行
程
度
の
こ
と
は
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、

先
の
龍
譜
寺
へ
の
寄
進
状
を
出
し
た
の
だ
。
し
か
し
氏
真
の
狙

い
は
井
伊
領
に
徳
政
令
を
出
さ
せ
る
こ
と
だ
っ
た
。

徳
政
令
は
ご
承
知
の
よ
う
に
不
動
産
や
質
入
れ
の
契
約
を

破
棄
さ
せ
、
無
償
で
返
還
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
何
故
今
川
は

こ
れ
を
望
ん
だ
か
百
姓
、
武
士
階
級
は
当
然
望
む
が
商
人
た

ち
は
困
る
わ
け
で
、
領
内
が
混
乱
し
統
地
能
力
が
な
い
と
み
て

皆
が
今
川
家
を
頼
る
か
ら
で
あ
る
。
一

撲
な
ど
の
騒
動
が
起
こ

る
と
因
る
か
ら
他
の
国
衆
は
徳
政
令
を
受
け
入
れ
る
の
で
あ
る
。

氏
真
も
家
老
の
小
野
但
馬
守
政
次
も
女
領
主
を
甘
く
見
て

い
た
の
だ
ろ
う
、
直
虎
の
領
主
就
任
を
素
直
に
認
め
た
の
で
あ

五
.
井
伊
次
郎
法
師
直
虎
誕
生
と
徳
政
令

先
に
飯
尾
連
龍
は
今
川
に
対
し
謀
反
を
起
こ
し
、
激
怒
し
た

今
川
氏
真
は
井
伊
の
中
野
直
由
と
新
野
左
馬
助
に
引
馬
攻
め
を

命
じ
、
こ
の
戦
い
に
よ
り
永
禄
7
年

(
5
2
)
9
月
中
野
、
新

野
と
も
壮
絶
な
討
死
を
遂
げ
た
と
説
明
し
た
が
、
こ
れ
以
降

井
伊
谷
に
は
領
主
も
領
主
代
行
す
る
人
間
も
い
な
く
な
っ
た
。

直
虎
は
表
向
き
政
務
は
せ
ず
祐
椿
尼
と
共
に
死
後
も
龍
樟

寺
の
松
岳
院
に
居
た
。
多
分
家
老
の
小
野
政
次
が
政
務
を
行
っ

て
い
た
の
だ
ろ
う
。
『
井
伊
家
伝
記
』
に
は
「
皆
々
女
中
ば
か
り

な
り
但
馬
諸
事
取
り
計
ら
い
、
我
憧
ば
か
り
致
し
、
何
と
ぞ
井

伊
谷
を
押
領
仕
え
る
べ
き
旨
相
巧
み
申
し
候
」
な
ど
と
家
老
と

し
て
や
む
を
得
な
い
と
思
う
の
だ
が
、
但
馬
政
次
を
悪
者
に
し

て
い
る
。
こ
の
他
に
は
「
中
野
信
濃
守
井
伊
谷
を
預
り
仕
置
き

な
さ
れ
候
あ
と
に
、
討
死
の
後
は
地
頭
も
な
く
候
。
こ
れ
に
よ

り
、
直
盛
公
後
室
(
祐
椿
尼
)
と
南
渓
和
尚
相
談
に
て
次
郎
法
師

を
地
頭
と
定
め
、
直
政
公
の
後
見
を
な
さ
れ
(
後
略
)
」
と
あ
る
。

実
際
に
永
禄

8
(
5
2
)
年
9
月
日
日
付
け
で
龍
語
寺
南

渓
和
尚
宛
に
不
動
産
な
ど
の
寄
進
状
が
次
郎
法
師
名
で
発
行

さ
れ
龍
語
寺
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。
明
ら
か
に
こ
の
時
領
主

と
し
て
直
虎
が
活
躍
し
て
い
た
資
料
で
あ
る
。

る
。
直
虎
は
簡
単
に
操
れ
る
女
で
は
な
か
っ
た
の
だ
。
直
虎
は

必
死
に
な
っ
て
「
我
慢
し
て
く
れ
」
「
田
畑
を
戦
場
に
し
て
は
な

ら
ぬ
。
我
慢
し
て
く
れ
」
「
こ
の
地
を
血
で
汚
し
て
は
な
り
ま
せ

ん
」
と
領
民
を
説
得
し
回
っ
た
の
だ
。

逆
に
何
故
直
虎
は
徳
政
令
を
出
し
渋
る
の
か
。
そ
れ
は
気
賀

自
体
が
商
人
の
街
で
商
人
と
瀬
戸
方
久
な
ど
の
権
益
も
守
り
、

か
つ
時
間
稼
ぎ
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

い
や
、
方
久
は
も
っ
と
抜
け
目
な
く
、
今
川
氏
真
お
よ
び
大

沢
基
胤
と
直
接
交
渉
し
堀
川
城
を
建
て
る
と
き
借
財
分
を
建
築

費
と
し
て
供
出
し
、
城
主
と
し
て
収
ま
り
、
し
か
も
方
久
が
も

っ
土
地
な
ど
の
徳
政
免
除
ま
で
勝
ち
取
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

永
禄
9
年

(
5
2
)
出
さ
れ
た
徳
政
令
を
2
年
間
凍
結
し
つ

い
に
永
禄
日
年

(
5
2
)
日
月
9
日
付
け
で
今
川
氏
真
の
命
令

で
今
川
の
奉
行
で
あ
る
関
口
氏
経
と
連
名
で
次
郎
直
虎
の
名
と

花
押
が
見
ら
れ
る
文
書
が
峰
前
神
社
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。
現

代
文
で
要
約
す
る
と
「
徳
政
の
事
、
去
る
寅
年
(
永
禄
9
年
)
御

判
物
で
ご
命
令
さ
れ
た
け
れ
ど
も
、
債
権
者
が
物
事
を
進
め
ず
、

今
も
決
着
し
て
い
な
い
た
め
、
本
百
姓
が
実
現
を
求
め
て
来
た

の
で
、
以
前
の
御
判
物
の
内
容
通
り
に
徳
政
を
言
い
付
け
る
。
」

こ
れ
が
唯

一
「
直
虎
」
の
名
が
残
さ
れ
確
認
で
き
る
史
料
で

あ
る
。
こ
の
文
書
が
出
来
上
が
る
迄
に
今
川
藩
士
の
徳
政
訴
訟
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の
担
当
で
あ
る
匂
坂
直
興
(
さ
ぎ
さ
か
な
お
お
き
)
が
家
老
の

但
馬
守
政
次
お
よ
び
関
口
氏
経
と
相
談
し
た
内
容
を
峰
前
神
社

禰
宜
宛
の
書
簡
が

4
通
峰
前
神
社
に
保
管
さ
れ
て
い
る
と
言

う
。
こ
の
直
興
の
手
紙
を
良
く
見
る
と
関
口
氏
経
に
も
礼
(
5
貫

文
・現
問
。
。
万
円
相
当
)
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
か
、
交
渉

す
る
た
め
に
駿
府
に
長
滞
在
す
る
か
ら
経
費
が
か
さ
む
、
そ
の

上
に
礼
な
ど
の
費
用
は
村
で
負
担
せ
よ
、
と
も
書
か
れ
て
い
る
。

そ
の
他
に
、
小
野
政
次
か
ら
十
分
直
虎
の
承
諾
を
取
る
よ
う
に

と
指
示
を
受
け
た
、
直
虎
も
承
知
済
み
の
事
だ
と
、
裏
工
作
を

細
か
く
記
載
し
、
自
分
が
い
か
に
苦
労
し
て
い
る
か
披
露
し
て

い
る
。関

口
は
直
虎
も
十
分
承
知
し
た
氏
真
の
下
知
を
持
っ
て
乗

り
込
ん
で
き
た
の
で
あ
る
。
遠
江
守
護
の
名
を
以
て
、
徳
政
実

施
を
命
ず
る
。
手
向
か
え
ば
反
乱
と
み
な
さ
れ
、
武
力
で
も
っ

て
鎮
圧
さ
れ
る
。
直
虎
に
は
も
は
や
屈
服
し
か
な
か
っ
た
。

こ
れ
に
よ
り
今
川
氏
真
は
直
虎
よ
り
地
頭
職
を
取
り
上
げ
、

井
伊
谷
を
直
轄
地
と
し
て
。
小
野
但
馬
守
を
城
代
に
据
え
る
。

直
虎
が
地
頭
職
に
あ
っ
た
の
は
僅
か
4
年
。
城
を
追
わ
れ
た
彼

女
は
母
が
居
住
す
る
龍
調
停
寺
の
松
岳
院
に
引
き
移
る
し
か
な
か

っ
た
。し

か
し
、

小
野
但
馬
守
政
次
に
よ
る
井
伊
横
領
、

城
乗
っ
取

六
.
井
伊
家
再
興

井
伊
谷
を
経
て
引
聞
に
入
っ
た
徳
川
家
康
は
、
翌
永
禄
ロ

年
(
H
g
m
w
)
明
け
か
ら
、
早
速
今
川
氏
真
が
逃
げ
込
ん
で
い
る
掛

川
城
を
攻
め
、
そ
の
聞
に
、
家
臣
た
ち
が
、
佐
久
城
、
堀
江
城

と
少
し
時
間
が
か
か
っ
た
堀
川
城
も
次
々
攻
め
落
と
し
て
い
き
、

そ
の
快
進
撃
に
、
今
川
被
官
の
遠
江
と
駿
河
の
武
士
た
ち
は
恭

順。

5
月
に
は
つ
い
に
掛
川
城
も
開
城
さ
せ
、
遠
江
平
定
は
ほ

ぼ
完
了
し
た
。

元
亀
元
年
(

5
4
0
)

井
伊
谷
に
近
い
引
間
城
を
、
家
康
が
浜
松
城

と
改
名
し
本
拠
と
す
る
。
元
亀
3
年
(
呂
斗
N
)

井
伊
一
族
は
遠
江

に
侵
攻
し
て
き
た
武
田
軍
と
仏
坂
の
戦
い
な
ど
で
井
伊
谷
城
を

武
田
箪
に
明
け
渡
し
、
龍
揮
寺
焼
失
す
る
が
、
翌
年
天
正
元
年

(包叶
ω)
武
田
軍
が
井
伊
谷
を
焼
き
払
う
が
信
玄
の
死
亡
に
よ
り

井
伊
谷
城
を
奪
還
し
た
。

直
虎
と
直
虎
の
母
(
祐
椿
尼
)
に
気
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が

あ
る
。
直
親
の
後
室
し
の
が
い
つ
ま
で
も
独
り
身
で
ま
ず
い

と
一
言
守
つ
こ
と
で
、
南
渓
和
尚
の
と
こ
ろ
に
情
報
を
持
っ
て
来
て

い
た
松
平
の
配
下
で
も
あ
っ
た
山
伏
の
松
下
常
慶
と
相
談
す
る

と
常
慶
の
兄
源
太
郎
清
景
(
後
源
太
郎
)
も
独
り
身
だ
か
ら

り
、
今
川
の
力
づ
く
の
介
入
は
1
ヶ
月
も
持
た
な
か
っ
た
。
今

川
の
命
運
は
す
で
に
尽
き
か
け
て
い
た
。
義
一
元
に
貰
っ
た
元
康

の
名
を
捨
て
た
徳
川
家
康
が
、
信
玄
と
「
今
川
領
同
時
侵
攻
」

を
密
約
し
、
遠
江
侵
攻
の
機
を
ね
ら
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
永

禄
日
年

(Hg∞
)
ロ
月
日
目
前
に
既
述
し
た
よ
う
に
井
伊
谷
三

人
衆
は
家
康
を
井
伊
谷
に
招
き
入
れ
、
彼
ら
の
中
の
山
吉
田
城

主
鈴
木
重
時
は
直
親
の
母
親
の
兄
に
あ
た
る
。
喜
ん
で
井
伊
谷

へ
の
手
引
き
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
小
野
但
馬
守
は
逃
走
、
行

方
を
く
ら
ま
し
た
。
直
虎
は
三
人
衆
に
領
民
や
田
畑
に
危
害
を

加
え
な
い
こ
と
を
約
束
さ
せ
、
但
馬
に
従
っ
て
い
る
武
士
た
ち

に
も
、
抵
抗
し
て
は
な
ら
な
い
と
諭
し
て
、
速
や
か
に
開
城
さ

せ
た
の
で
あ
る
。
地
元
の
伝
承
や
龍
檀
寺
の
過
去
帳
は
死
者
が

出
た
記
録
は
な
い
か
ら
、
皆
直
虎
の
説
得
を
聞
き
入
れ
た
の
だ
。

2
日
後
日
日
、
徳
川
の
軍
勢
は
悠
々
と
井
伊
谷
城
に
入
り
後
、

1
日
兵
を
休
め
た
後
、
引
間
城
へ
向
か
い
、
制
圧
し
た
。

勿
論
そ
の
前
に
、
小
野
政
次
を
洞
窟
に
か
く
れ
て
い
る
と
こ

ろ
を
発
見
さ
れ
元
亀
元
年

(5
8
)
、
二
人
の
子
供
と
共
に
井
伊

谷
の
蟹
淵
(
井
伊
谷
川
R
N
可
線
・
北
岡
橋
付
近
)
で
家
康
に
よ

り
処
刑
さ
れ
た
。
あ
ま
り
に
も
残
酷
で
あ
っ
た
の
か
、
悪
霊
が

出
る
と
か
で
処
刑
約
印
年
後
、

二
宮
神
社
内
に
但
馬
明
神
を
建

て
て
霊
を
杷
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

と
話
は
と
ん
と
ん
と
進
ん
だ
の
で
は
な
い
か
。
筆
者
が
昨
年
の

初
号
で
虎
松
も
同
時
に
松
下
家
に
養
子
に
行
っ
た
と
記
載
し

た
が
、
そ
う
言
う
記
載
も
あ
る
が
、
時
期
的
に
1
年
は
ず
れ
て

い
る
。
歴
史
書
に
は
同
時
に
松
下
に
行
っ
た
と
記
載
し
て
い
な

い
。
お
詫
び
し
て
、
訂
正
す
る
。

も
う

一
つ
筆
者
の
想
像
で
あ
る
が
、
直
親
が
抹
殺
さ
れ
そ
う

に
な
っ
た
と
き
新
野
左
馬
助
の
指
示
に
よ
り
、
虎
松
を
救
っ
た

今
村
藤
七
郎
を
覚
え
て
お
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。
彼
も
ま
た
新
野

左
馬
助
も
つ
ま
り
妹
で
あ
る
直
虎
の
母
祐
椿
尼
も
松
下
家
と

同
郷
の
頭
陀
寺
出
身
で
あ
る
。
こ
の
関
係
を
記
載
し
て
い
る
歴

史
小
説
は
な
い
。
わ
ず
か
に
直
親
が
殺
害
さ
れ
た
と
き
、
ま
ず

新
野
家
で
虎
松
を
匿
っ
た
と
あ
る
だ
け
だ
。
常
慶
が
家
康
に
仕

え
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
虎
松
の
将
来
の
こ
と
考
え
て
し
の

の
松
下
情
景
と
の
再
嫁
を
進
め
た
。
天
正
2
年

(5
2
)
龍
揮
寺

で
直
親
の
日
回
忌
に
虎
松
も
参
加
す
る
が
避
難
し
て
い
た
鳳

来
寺
に
戻
ら
ず
、
し
ば
ら
く
し
て
、
母
の
再
嫁
先
の
松
下
源
太

郎
の
養
子
と
な
る
。

も
う

一
つ
有
名
な
話
が
あ
る
、
な
ん
と
後
秀
吉
と
な
っ
た

木
下
藤
吉
郎
を
初
め
に
雇
っ
た
の
が
こ
の
松
下
本
家
(
之
綱
)

で
、
「
さ
る
」
「
さ
る
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
ら
し
い
。
秀
吉
と
な

っ
て
之
綱
を
大
名
に
取
り
立
て
た
の
で
あ
る
。
直
政
と
会
っ
た
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と
き
秀
吉
は
こ
の
こ
と
を
知
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

話
は
虎
松
に
戻
っ
て
、
翌
年
つ
ま
り
天
正
3
年
(
広
斗
切
)
家
康

が
鷹
狩
途
中
に
日
歳
に
成
長
し
た
虎
松
と
会
い
直
親
の
子
供

で
あ
る
こ
と
か
ら
出
仕
す
る
よ
う
指
示
し
、
松
下
か
ら
改
名
し

井
伊
万
千
代
の
名
前
も
授
け
る
。
虎
松
の
小
姓
で
あ
っ
た
小
野

亥
之
助
(
小
野
政
次
の
弟
玄
蕃
の
息
子
)
も
万
福
の
名
前
を
授
か

る
。
こ
の
日
の
為
に
小
袖
を
直
虎
ら
が
準
備
し
た
と
言
う
。
鷹

狩
り
時
の
い
き
さ
つ
は
昨
年
の
却
号
に
詳
し
く
?
書
か
れ
て

い
る
。
松
下
家
の
養
子
と
な
っ
た
虎
松
の
代
わ
り
に
家
老
役
の

中
野
直
之
の
次
男
が
松
下

一
定
と
改
名
し
養
子
に
な
っ
た
。
直

之
も
直
之
の
嫡
男

三
孝
(
三
信
)
も
松
下

一
定
も
彦
根
に
移
っ

て
か
ら
で
あ
る
が
、
井
伊
家
の
家
老
と
な
っ
て
い
る
。

天
正

4
年
(
戸
印
斗
⑦
)
高
天
神
の
戦
い
で
万
千
代
が
家
康
の
寝

所
を
忍
び
込
ん
で
き
た
患
者
を
斬
り
、
家
康
を
守
っ
た
軍
功
で

8
0
0

石
と
な
り
・
井
伊
谷
が
完
全
に
井
伊
領
に
回
復
。
た
だ
こ

の
時
代
の
石
高
は
出
世
ぶ
り
を
示
す
相
対
的
な
目
安
と
し
て
も

ら
い
た
い
。
天
正

6
年

2
2∞
)
万
千
代
が
甲
骨
着
初
式
を
あ
げ
、

田
中
城
攻
め
の
武
功
に
よ
り
1
万
3
千
石
と
な
る
。
祐
椿
(
直
虎

の
母
)
が
松
岳
院
の
庵
で
死
亡
し
て
い
る
。

天
正

7
年

(
5
3
)
家
康
が
信
長
と
の
同
盟
維
持
の
為
筑

に
愛
想
を
尽
か
し
た
武
田
の
軍
師
で
あ
っ
た
穴
山
梅
雪
は
残
党

狩
り
に
殺
害
さ
れ
た
と
言
う
。
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
万
千
代

の
活
躍
が
あ
っ
た
か
不
明
で
あ
る
が
、
こ
の
陣
羽
織
は
現
在
も

新
潟
県
長
岡
市
の
与
板
歴
史
資
料
館
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。

万
千
代
が
そ
の
年
の

8
月
、
甲
斐
国
で
北
条
と
対
陣
中
、
直

虎
が
死
去
。
万
千
代
の
活
躍
及
び
出
世
ぶ
り
は
直
虎
の
想
像
、

期
待
以
上
で
誠
に
満
足
し
て
亡
く
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し

直
虎
は
直
政
の
叔
母
で
あ
り
、
養
母
で
あ
っ
た
故
か
彼
女
の
享

年
は
い
か
な
る
史
料
に
も
記
載
さ
れ
て
い
な
い
と
言
w

三

日

月

万
千
代
辺
歳
で
元
服
し
、
泊
代
井
伊
兵
部
少
輔
直
政
と
名
乗

る
。
残
念
な
こ
と
に
、
直
虎
は
直
政
の
元
服
姿
を
見
ず
に
亡
く

な
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
北
条
軍
と
の
講
和
の
使
者
を
務
め

て
4
万
石
に
加
増
さ
れ
、
武
田
氏
の
遺
臣
と
赤
備
え
を
任
さ
れ

る。
翌
年
天
正
日
年

(
5∞ω)
直
政
が
松
平
康
親
の
娘
(
家
康
の

養
女
)
と
結
婚
。
直
政
を
義
理
と
は
い
え
娘
婿
に
し
た
の
で
あ
る
。

後
年
の
事
で
あ
る
が
直
政
と
正
室
の
長
女
を
家
康
は
四
男
・

忠
吉
の
正
室
と
し
た
。
今
度
は
直
政
を
息
子
の
岳
父
と
し
た
の

だ
。
い
か
に
家
康
は
直
政
を
自
分
の
血
族
に
取
り
込
も
う
と
し

て
い
た
か
で
あ
る
。

山
殿
を
殺
害
、
嫡
子
信
康
を
切
腹
さ
せ
る
と
言
う
事
件
が
発
生

し
た
。
家
康
の
嫡
男
信
康
が
信
長
の
娘
で
信
康
に
嫁
い
で
い
た

徳
姫
を
蔑
(
な
い
が
し
ろ
)
に
し
た
と
か
、
徳
姫
が
父
親
に
夫
に

対
す
る
不
平
不
満
の
つ
げ
口
に
よ
る
家
庭
内
不
和
と
政
治
的
事

情
が
絡
ま
っ
て
起
き
た
こ
と
だ
っ
た
。
筑
山
殿
の
両
親
関
口
親

永
夫
婦
も
氏
真
に
切
腹
を
命
じ
ら
れ
る
悲
劇
が
連
鎖
し
て
い
る
。

家
康
の
命
令
で
万
千
代
も
岡
崎
の
信
康
を
訪
ね
、
信
康
の
優
し

さ
、
聡
明
さ
を
知
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
悲
し
ん
だ
で
あ
ろ
う
。

家
康
に
と
っ
て
は
頼
り
に
し
て
い
た
嫡
男
で
あ
っ
た
の
に
・
・・
。

万
千
代
を
さ
ら
に
頼
り
に
し
、
万
千
代
に
信
康
の
面
影
を
見
て

い
た
の
だ
ろ
う
か
。

万
千
代
は
天
正

9
年
(
広
∞
ω)
春
、
一
年
前
か
ら
攻
め
あ
ぐ
ん

で
い
た
高
天
神
城
の
水
を
断
つ
こ
と
で
陥
落
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

天
正
凶
年
(
-
g
N
)
6
月
武
田
滅
亡
を
祝
っ
て
信
長
に
安
土

で
饗
応
を
受
け
て
か
ら
京
見
物
を
す
る
家
康
に
万
千
代
は
同
行

す
る
が
、
本
能
寺
の
変
に
遭
い
、
明
知
勢
と
土
民
の
残
党
狩
り

を
避
け
、
死
に
物
狂
い
で
危
険
な
伊
賀
越
え
を
決
行
し
伊
勢
の

山
中
を
縫
っ
て
白
子
の
港
か
ら
三
河
に
戻
る
際
、
万
千
代
は
見

事
な
活
躍
を
し
た
と
し
て
、
褒
美
に
孔
雀
の
羽
で
織
っ
た
陣
羽

織
を
授
か
っ
た
。
実
際
に
、
同
行
し
て
途
中
で
別
れ
た
武
田
軍

ま
た
そ
の
翌
年
天
正
ロ
年
(
戸田
中
)
小
牧
・長
久
手
の
戦
い
で

直
政
の
赤
備
え
が
活
躍
し
、
「
井
伊
の
赤
鬼
」
の
称
号
を
得
る
。

天
王
口
年
(
H
g
m
)
八
月
、
信
濃
上
田
城
の
真
田
攻
め
の
参
戦
中
、

生
母
し
の
(
奥
山
朝
利
の
娘
)
死
亡
。
前
年
の
小
牧
・
長
久
手
の
武

功
で
6
万
石
と
な
り
井
伊
家
旧
領
の
す
べ
て
を
回
復
し
た
。

そ
の
年
の

5
月
秀
吉
の
妹
旭
姫
家
康
に
嫁
ぐ
。
そ
れ
で
も

家
康
は
上
格
し
な
か
っ
た
た
め
秀
吉
の
母
大
政
所
を
岡
崎
城

へ
旭
姫
の
見
舞
い
を
名
目
に
行
か
せ
た
。
こ
こ
ま
で
さ
れ
た
ら

拒
め
な
い
の
で
上
格
し
、
臣
下
の
礼
を
取
る
。
そ
の
前
に
大
政

所
の
警
護
役
を
任
じ
ら
れ
た
直
政
は
朝
な
夕
な
に
宿
所
を
見
舞

っ
て
菓
子
な
ど
を
差
し
入
れ
不
自
由
な
い
か
尋
ね
て
慰
め
た
か

ら
大
政
所
や
そ
の
侍
女
た
ち
は
す
っ
か
り
惚
れ
込
み
、
人
気
者

に
な
っ
た
と
言
う
。
そ
の
以
前
は
本
多
重
次
ら
に
よ
り
、
大
政

所
の
居
所
の
周
り
に
薪
を
積
み
上
げ
て
家
康
の
身
に
何
か
あ
れ

ば
、
い
つ
で
も
火
を
つ
け
る
ぞ
と
彼
女
た
ち
を
恐
怖
の
ど
ん
底

に
陥
れ
た
の
と
は
大
違
い
だ
っ
た
。
こ
れ
は
幼
い
こ
ろ
、
養
祖

母
(
直
虎
の
母
祐
椿
尼
)
、
養
母
直
虎
、
実
母
し
の
な
ど
大
勢

の
女
性
に
囲
ま
れ
、
そ
の
愛
情
を
一
身
に
受
け
て
育
っ
た
か
ら
、

各
世
代
の
女
性
が
何
喜
ぶ
か
、
嫌
が
る
か
を
察
す
る
こ
と
が
出

来
、
思
い
や
り
と
労
わ
る
気
持
が
お
の
ず
と
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
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以
来
、

秀
吉
に
も
目
を
掛
け
ら
れ、

天
正
日
年
(
広
∞
∞
)
に
秀

吉
が
後
陽
成
天
皇
を
招
い
た
粟
楽
第
行
幸
の
際
に
は
、
陪
審
な

が
ら
徳
川
家
中
で
た
だ

一
人
、
豊
臣
方
の
大
名
達
と
同
格
に
臨

席
し
た
。
破
格
の
厚
遇
で
あ
る
。

天
正
同
年

(
5
8
)
、
小
田
原
攻
め
を
果
た
し
た
後
、
家
康
は

秀
吉
か
ら
関
東
移
封
を
命
じ
ら
れ
て
入
国
。
そ
れ
に
伴
っ
て
直

政
は
上
野
箕
輪
(
群
馬
県
高
崎
市
)
で
ロ
万
石
を
与
え
ら
れ
た

が
、
そ
れ
は
実
は
秀
吉
の
上
意
だ
っ
た
。

ひ
ょ
っ
と
す
る
と
秀
吉
は
家
康
の
側
近
で
あ
っ
た
石
川
数

正
を
引
抜
い
た
様
に
直
政
も
引
抜
い
て
自
分
の
直
臣
に
せ
ん
と

目
論
ん
で
い
た
か
も
知
れ
な
い
。
だ
が
、
直
政
の
家
康
に
対
す

る
忠
誠
心
は
群
を
抜
い
て
い
た
の
だ
。
家
康
の
方
も
、
直
政
の

寡
黙
な
が
ら
も
的
確
な
判
断
力
を
高
く
評
価
し
て
い
た
に
違
い

な
い
慶
長
3
年

(EC∞
)
直
政
が
箕
輪
城
よ
り
交
通
の
使
が
良

い
高
崎
城
に
移
る
。
秀
吉
死
亡
。

慶
長
5
年
(
5
0
0
)

の
関
ケ
原
の
戦
い
で
、
先
鋒
の
軍
監
を

務
め
、
娘
婿
の
松
平
忠
吉
に
初
陣
の
手
柄
を
立
て
さ
せ
ん
と
先

手
を
切
つ
て
の
け
た
。
獅
子
奮
迅
の
働
き
を
見
せ
つ
け
、
西
軍

の
殿
(
し
ん
が
り
)
・
島
津
軍
を
追
撃
し
て
島
津
豊
久
を
打
取
っ

は
吾一
守
え
秀
吉
が
自
分
の
妻
の
旭
姫
を
見
舞
い
に
来
た
大
政
所

へ
の
直
政
の
親
切
な
扱
い
に
対
し
て
の
秀
吉
か
ら
の
家
康
に
対

す
る
厚
遇
要
求
が
大
き
い
と
思
う
②
文
武
に
長
け
て
い
た
こ

と
。
特
に
家
康
配
下
の
三
河
出
身
者
に
な
い
交
渉
力
、
文
章
力

が
あ
っ
た
③
家
康
が
自
分
の
松
平
よ
り
も
井
伊
の
出
自
を
買

っ
た
こ
と
④
家
康
が
自
分
の
正
室
で
あ
っ
た
井
伊
家
出
身
の

筑
山
殿
を
信
長
の
命
に
よ
り
殺
害
し
た
こ
と
の
負
い
目
を
感
じ

て
い
た
こ
と
⑤
桶
狭
間
の
戦
い
の
折
家
康
自
身
が
元
康
時
代

直
政
の
養
母
直
虎
の
実
父
で
あ
る
直
盛
と
共
に
先
鋒
の
役
を
買

っ
て
出
て
い
た
が
、
元
康
は
今
川
義
元
か
ら
先
に
大
高
城
の
食

糧
補
強
を
命
じ
ら
れ
、
本
陣
を
離
れ
、
直
盛
も
大
高
城
へ
の
同

行
を
希
望
し
た
が
、
義
元
の
許
可
が
出
ず
、
そ
の
間
に
本
陣
が

崩
れ
義
元
と
と
も
に
直
盛
が
戦
死
し
た
。
そ
の
誓
い
合
っ
た
戦

友
の
孫
と
も
い
え
る
直
政
を
大
事
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

家
康
が
感
じ
た
の
だ
ろ
う
⑥
直
政
の
実
父
直
親
が
徳
川
方
と

通
じ
て
い
た
こ
と
を
家
老
職
の
小
野
政
次
に
見
つ
か
り
諌
言
さ

れ
今
川
方
に
て
諒
殺
さ
れ
た
こ
と
に
家
康
が
責
任
を
感
じ
た

こシ」
。

そ
の
後
、

2
代
将
軍
・
秀
忠
、

3
代
将
軍
・
家
光
に
信
任
さ
れ

直
孝
の
功
績
で
3
度
に
わ
た
り
、
格
式
出
万
石
に
ま
で
加
増
さ

た
が
、
島
津
軍
の
必
死
戦
法

「捨
て
好
(
す
て
が
ま
り
ご
の
襲

撃
を
受
け
右
肘
に
被
弾
し
て
し
ま
っ
た
。
家
康
は
自
ら
薬
を
塗

っ
て
や
っ
た
と
言
う
。
軍
功
で
自
分
が
攻
略
し
た
石
田
三
成
の

居
城
・
近
江
佐
和
山
城
の
城
主
(
同
万
石
)
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
直
政
は
2
年
後
つ
ま
り
慶
長
7
年
(
5
0
N
)

関
ケ

原
で
の
傷
が
も
と
で
病
死
し
て
し
ま
い
、
徳
川
の
外
交
は
本
多

正
信
ら
が
主
導
す
る
老
練
だ
が
、
あ
ま
り
洗
練
さ
れ
な
い
も
の

に
な
っ
た
と
言
わ
れ
た
。

直
政
の
嫡
男
直
継
は
佐
和
山
城
を
改
築
す
べ
く
行
動
し
始

め
た
が
、
佐
和
山
城
は
石
田
三
成
の
父
親
が
龍
城
し
て
戦
っ
た

た
め
か
、
相
当
荒
れ
て
い
た
こ
と
と
、
南
か
ら
の
攻
め
に
弱
く

琵
琶
湖
か
ら
も
遠
い
と
言
う
こ
と
も
あ
り
彦
根
山
に

幕
府
の
意
向
も
あ
っ
て
、
天
下
普
請
で
7
ヶ
国
ロ
大
名
が
手
伝

っ
て
築
城
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
慶
長
日
年
(
5

0

⑦)
天
守
閣
が

完
成
す
る
と
直
継
は
入
城
し
た
。
慶
長
日
年

(
5
5
)
筆
頭
家
老

の
木
俣
守
勝
が
無
く
な
る
と
、
直
継
は
病
弱
で
も
あ
っ
た
の
で
、

異
母
弟
の
直
孝
が
後
を
継
い
だ
。

直
政
が
何
故
こ
の
よ
う
な
破
格
の
出
世
を
し
た
か
順
番
は

識
者
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
よ
う
だ
が
、
筆
者
は
①

一
時
と

れ
た
。
直
孝
は
直
政
以
上
の
行
動
力
が
あ
り
、
父
親
が
得
た
石

高
を
ほ
ぼ
倍
に
し
て
い
る
。
や
は
り
同
じ
譜
代
で
彦
根
藩
の
お

万
石
に
次
ぐ
の
は
姫
路
の
酒
井
家
、
越
後
高
田
の
榊
原
家
の
日

万
石
で
あ
り
、
徳
川

ω
g
年
を
通
じ
て

一
度
も
移
封
さ
れ
な
か

っ
た
と
言
う
こ
と
で
も
、
ま
た
徳
川
幕
府
ω
0
0

年
の
歴
史
中
、

叩
人
し
か
い
な
い
大
老
職
を
半
分
の

5
人
も
搬
出
す
る
と
言

う
特
別
な
存
在
で
も
あ
っ
た
の
だ
。
直
虎
が
夢
見
た
井
伊
家
再

建
を
期
待
以
上
に
成
し
遂
げ
た
の
で
あ
る
。

意
外
な
こ
と
は
、
戦
国
時
代
を
生
き
抜
い
た
割
に
は
今
川

の
命
令
で
動
い
た
こ
と
は
あ
る
が
、
自
ら
が
侵
略
す
る
と
言
う

こ
と
は
な
か
っ
た
。
井
伊
家
は
平
和
な

一
族
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

そ
れ
と
も
う
二
つ
、
①
直
政
以
降
彦
根
で
活
躍
し
て
い
る

の
は
、
井
伊
谷
出
身
者
は
少
な
く
、
武
田
軍
出
身
者
が
多
い
こ

と
と
②
家
老
役
小
野
但
馬
守
政
次
を
礁
に
し
な
が
ら
、
そ
の
弟

の
玄
蕃
の
嫡
男
亥
之
助
(
元
服
後
朝
之
)
は
直
政
の
小
姓
と
し

て
仕
え
井
伊
与
板
藩
の
家
老
に
も
な
っ
て
い
る
。
家
康
と
し

て
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
逆
賊
の
甥
で
あ
っ
て
も
直

政
を
支
え
て
く
れ
た
万
福
(
家
康
が
与
え
た
名
前
)
を
も
、
大

事
に
し
た
の
だ
ろ
う
か
、
な
ど
な
ど
、
も
っ
と
調
べ
る
べ
き
課

題
は
多
い
。
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